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1 はじめに 

1.1 概要 

本書は、型チェック機能などを持つ、アシュアランスケースのエディタである「D-Case Editor」の使

用方法を説明するマニュアルです。 

1.2 用語の定義 

名 称 意 味 

ダイアグラム (D-Case Editor 上で D-Case を)図表化したもの。 

D-Case 文書 D-Case およびモジュールを表すファイル。 

GMF ダイアグラム情報 

ファイル 

D-Case もしくはモジュールの各要素(ノードやリンク)の位置や大きさ、色などの

情報を表すファイル。 

「D-Case 名もしくはモジュール名.dcase_diagram」のファイル名で記録される。 

GMF モデル情報ファイル D-Case もしくはモジュールの各要素の論理的な構造を表すファイル。 

「D-Case 名もしくはモジュール名.dcase_model」のファイル名で記録される。 

属性 ノードやリンクがそれぞれ固有に持つ性質。 

Name, Desc, Attachment, Userdef001〜016などがある。 

パレットビューア Eclipse 上で動作するグラフィカルエディタ(D-Case Editor)内で、ノードやリンク

を選択するツールを提供する部分。 

ビュー Eclipse 内で何らかの情報を提供する部分。通常はタブ形式でいずれか1つの

情報が表示されている。 

プリファレンスストア Eclipse でプラグインの設定を保存するための領域。ワークスペース(作業領域)

内に設けられ、プラグイン毎に分けて記録される。 

1.3 関連文書 

• 松野裕, 山本修一郎, 高井利憲, D-Case 入門, ダイテックホールディング, ISBN978-4-
86293-079-8 

• D-Case ウェブサイト (http://www.dcase.jp/) 

• The Eclipse Foundation (http://www.eclipse.org/) 

• JRE java.com (http://java.com)  

• Eclipse3.4プラグイン開発 徹底攻略, 毎日コミュニケーションズ, ISBN978-4-8399-2972-5 
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パターンプロジェクトのインポート 

1. Eclipse を起動します。 

2. 「File」メニューの「Import...」を選択します。 

3. 「General」を開き、「Existing Projects into Workspace」を選択し、「Next」ボタンをクリックしま

す。 

4. 「Select archive file」にチェックし、「Browse...」ボタンをクリックして、パターンプロジェクトの

アーカイブファイル「D-CasePattern.zip」を選択します。 

5. 「Copy projects into workspace」にチェックして、「Finish」ボタンをクリックする。 
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15: ノード一覧

or ユーザー

ールを選ん

んで×アイコン

ファイルを削

への出力

か確認したい

はまず、「Fil
換(From GM

ウィザードが

デル情報ファ

下記のような

報(ノード名、

ファイルに出

覧を出力する

ーズマニュア

んで右上の矢

ンを押すと、

削除します。

いときなどの

le」メニュー→
MF to Text)」

が表示され

ァイルと、出

な、テキストフ

Desc、Atta

出力するため

るためのメニ

アル 

矢印アイコン

どこからも

。 

のために、ノ

→「フォーマ

」を選びます

れます(図16)

力したいテ

ファイルが作

achment(参照

のウィザード

ニュー 

ンを押すと、

も参照されて

ノード一覧を

マットの変換

す(図15)。 

)。 

 

テキストファイ

作成されます

照先))を出

 

ド画面

 

、そのモジ

ていなけれ

をテキストフ

換(Convert 

イルを入力

す。 

力します。



D-Case Editor ユーザーズマニュアル 
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[Goal] 

“G_11","耐障害性を満たす”,"" 

“G_12","全サーバが冗長化されている”,"" 

“G_13","ストレージが RAID1冗長化されている”,"" 

 

[Strategy] 

“S_5","耐障害性のメトリクスを分類する”,"" 

 

[Module] 

“M_1","","module1" 

...以下略... 
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5 パタ

5.1 概要

よく使われ

ようにして

D-Case Ed

 

5.2 パタ

ダイアグラ

加(Add Pa
中から追加

します。 

 

 

 

 

 

 

 

ノードの下

の追加(Ad
ため、追加

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

5.3 Pat

「Pattern」ノ

「InContext
ます。 

Pattern ノー

ターン 

要 

れる可能性の

おくと、便利

ditor では、「

ターンの追

ラムの所望の

attern)」を選

加したいパタ

下にパターン

dd Pattern to
加したいパタ

ttern ノー

ノードをパタ

tOf」リンクで

ードには、「S

D-

のある D-Ca
利です。 

「D-CasePat

追加 

の位置にパ

選びます(図1
ターンを選び

ンを追加する

o node)」を選

ターンを選び

ードの利用

ターン内で利

で Pattern ノ

SubType」属

図 17: ダイ

図 18: 

-Case Edito

ase を「パタ

ttern」プロジ

パターンを追

17)。すると、

びます。パタ

るには、ノー

選びます(図
びます。パタ

 

利用すると、

ノードを指す

属性があり、

イアグラムにパ

ノードにパタ

or ユーザー

ーン」として

ジェクト内に

追加するには

、パターンの

ターンを選ぶ

ードを右クリッ

図18)。同様

ターンを選ぶ

パターンを

すノードをルー

この値によ

パターンを追

ターンを追加

ーズマニュア

て登録してお

ある D-Cas

は、その位置

の一覧がメニ

ぶと、右クリ

ックして「子

にパターン

ぶと、そのノ

を柔軟に追加

ートとするサ

よって処理す

追加するため

するためのメ

アル 

おき、他の D

se をパターン

置を右クリッ

ニューに表

リックした位置

の追加(Ad
ンの一覧がメ

ードの下に

加することが

サブツリーが

する内容が決

 

めのメニュー 

メニュー 

D-Case で利

ンとして扱い

ックして「パタ

示されるた

置にパター

dd Child)」→
メニューに表

にパターンが

ができます。

が、処理の対

決まります

利用できる

います。 

ターンの追

ため、その

ーンを追加

→「パターン

表示される

が追加され

対象となり

。取りうる

ン
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値は、「Par

 

Parameter

Loop は、パ

加するため

される「属性

の際、Loo
回数分、サ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Choice は、

対象のサブ

属性で指定

 

 

 

 

 

 

 

 

 

rameter」「L

は、後述(6

パターンを追

めのものです

性入力ダイ

op が含まれ

サブツリーを

、パターンを

ブツリーのル

定された個数

D-

Loop」「Choi

6章)するパラ

追加する際

す(図 19)。連

イアログ(Att
れる場合に、

を繰り返した

を追加する際

ルート直下に

数以下を追

-Case Edito

ice」および「

ラメータの定

際、対象のサ

連結対象の

ributeDialo
繰り返し回

たパターンが

際、対象のサ

に n 個のノ

追加します。

図 19: L

図 20: C

or ユーザー

「Multiplicit

定義や設定

サブツリーを

のリーフノー

og)」の、「Le
回数の入力を

が追加されま

サブツリー

ードがある

i および j 属

Loop の構成

Choice の構成

ーズマニュア

ty」です。 

を行うため

を、特定のリ

ドは、ノード

eafNode」属

をダイアログ

ます。 

の一部を追

とき、「i」属

属性も、属性

と処理 

成と処理 

アル 

のものです

ーフノードに

ドをダブルク

性で指定し

グ形式で聞い

追加するため

性で指定さ

性入力ダイア

す。 

に繰り返し連

クリックしたと

します。パタ

いてきます

めのものです

された個数以

アログで設

 

連結して追

ときに表示

ターン追加

。入力した

す(図 20)。
以上、「j」
定します。
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Multiplicit
21)。対象の

性個以下を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ty は、パター

のサブツリー

を複製して追

D-

ーンを追加す

ーのルート直

追加します

-Case Edito

する際、対象

直下には単

。 

図 21: Mu

or ユーザー

象のサブツ

単一のノード

ltiplicity の構

ーズマニュア

ツリーを複数

ドだけがある

構成と処理

アル 

数コピーする

ると想定して

るためのもの

て、i 属性個

 

 

のです(図 
以上 j 属
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6 パラ

6.1 概要

モジュール

Desc などの

ておくと、モ

パラメータ

InContextO
ル化されて

な同名のパ

す。 

 

6.2 パラ

パラメータ

の定義(De

 

 

 

 

 

 

すると、パ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Add」ボタ

パラメータ

パラメータ

選んで「De

ラメータ 

要 

ルやパターン

の属性にシ

モジュールや

は、Pattern
Of リンクで

ている場合、

パラメータが

ラメータの

を定義する

efine Param

ラメータの定

タンを押すと

名と型、条

を選んで「E
elete」ボタン

D-

ンは、対象の

システム固有

やパターンを

n ノードで定

Pattern ノー

、親モジュー

が複数定義

の定義と設

るには、Patte
meters...)」を

定義を行うた

と、パ

件を入力す

Edit」ボタン

ンを押すと、

図

-Case Edito

のシステムが

有の情報を直

を別の D-C

義し、値を設

ードを指すノ

ールをさかの

されている場

設定 

ern ノードを

選びます(図

ためのダイ

すると、パラメ

を押すと、パ

パラメータが

図 22: パラメ

図 23: パラメー

or ユーザー

が多少異な

直接記述す

Case で利用

設定できま

ノードをルー

のぼって、パ

場合は、近

を右クリックし

図22)。 

イアログが表

メータの定義

パラメータの

が削除され

メータ定義の

ータ定義を行

ーズマニュア

なっても、同様

するのではな

しやすくなり

す。定義・設

ートとするツリ

パラメータを

近い方のノー

して「パラメ

表示されます

義が追加さ

の定義を変

れます。 

のためのメニ

行うダイアロ

アル 

様の構成に

なく、パラメー

ります。 

設定されたパ

リー内で使用

を参照できま

ードのパラメ

ータ(Param

す(図23)。 

ラメー

されます。 

更できます

ニュー 

グ 

になることが

ータを用いて

パラメータは

用できます

ます。また、

メータの値を

meters)」→「パ

ータを追加

す。また、パラ

があります。

て抽象化し

は、

。モジュー

参照可能

を使用しま

パラメータ

できます。

ラメータを
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パラメータ

ータの設定

グが表示さ

 

6.3 パラ

属性入力ダ

「文章(Des
名}」の形式

 

ノードで使

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このダイア

形式)を表

れません。

の値を設定

定(Set Param
されます。こ

ラメータの

ダイアログ(
sc)」属性のベ

式の文字列

用できるパ

アログでは、

形式で表示

 

 

D-

定するには、

meters...)」を

ここで値を設

の参照 

(AttributeDi
ベースとなる

列が実際のパ

パラメータは

パラメータ名

示します。こ

-Case Edito

、Pattern ノー

を選びます。

設定・変更で

ialog)の「パ

るものです

パラメータ値

、属性入力

名、値、型お

のノードでは

図 24: 属

or ユーザー

ードを右クリ

すると、パ

できます。 

パラメータを使

。Desc Form
値に置き換わ

力ダイアログ

および設定

は参照でき

属性入力ダイ

ーズマニュア

リックして「パ

パラメータの各

使った文章

mat String 属

わり、結果が

グで確認でき

されている

ないパラメー

イアログ 

アル 

パラメータ(P
各値を設定

章(Desc Form
属性の値の

が Desc 属性

きます(図 24

ノード(モジ

ータの情報

Parameters)」
定するための

mat String)」
のうち、「{パ

性に設定さ

4)。 

ジュール名/ノ
報は、ここに

 

」→「パラメ

のダイアロ

」属性は、

ラメータ

れます。 

ノード名の

は表示さ
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パラメータ

にコピーし

7 その

7.1 英語

D-Case Ed
Editor のメ

もし、メニュ

$ eclips

ちなみに、

ーなども日

http://m

 

7.2 旧バ

旧バージョ

Case(GMF

現バージョ

「File」メニュ

(From Old

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すると、現

をクリックす

します。Desc

の他 

語表記 

ditor では日

メニューやメ

ュー等を英語

se -nl e

「Pleiade
日本語で表示

mergedoc

バージョン

ョン(0.8.15以

F ダイアグラ

ョンで旧バー

ュー→「フォ

d GMF to Ne

バージョンに

D-

すると「パラメ

c Format Str

本語化を行

メッセージが

語にしたい場

en 

es」というプ

示されるよう

c.source

ンのファイ

以前のバー

ラム情報ファ

ージョンのフ

ォーマットの

ew GMF M

に変換する

-Case Edito

メータ名」、

ring 属性の

行っているた

が自動的に日

場合は、「-n

プラグインを

うになります

forge.jp

ルを扱う

ジョン)とはス

ァイルおよび

ファイルを扱

の変換(Conv
Model)」を選

るためのウィ

図 25: 「フォ

or ユーザー

ダブルクリッ

の入力に使用

ため、日本語

日本語で表

nl en」オプシ

をインストール

す。 

p/ 

スキーマが

び GMF モデ

扱うには、変

vert File Typ
選びます(図2

ィザードが表

ーマットの変

ーズマニュア

ックすると「

用すると、便

語環境で Ec
示されます

ションを指定

ルすると、D

が異なるため

デル情報ファ

換する必要

pe)」 → 「旧

25)。 

表示されます

変換」メニュー

アル 

{パラメータ

便利です。 

clipse を起動

す。 

定して Eclip

D-Case Ed

め、旧バージ

ァイル)を開

要があります

GMF から

す(図26)。 

ー 

タ名}」をクリ

動すれば、

pse を起動し

ditor 以外

ジョンで作成

開くことができ

す。それには

新 GMF へ

 

リップボード

D-Case 

してください

外のメニュ

成した D-
きません。

はまず、

への変換

い。 
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ここで、旧バ

「Finish」ボ

次に、GMF
dcase_diag

 

 

 

 

 

 

 

 

すると、GM

同プロジェ

なります。で

めします。

 

7.3 SA

D-Case Ed
ます。図25
します。 

パラメータ

の変換」→

 

バージョンの

ボタンを押し

F モデル情

gram diagra

MF ダイアグ

ェクト内に旧

ですので、

 

ACM への

ditor では、D
5と同様、「F

などに対応

→「GMF から

図

D-

の GMF モデ

ます。すると

情報ファイル

am file)」を選

グラム情報フ

バージョン

旧バージョン

変換 

D-Case 文書

File」メニュー

応した「拡張

ら拡張 SAC

図 26: 現

 27: GMF ダ

-Case Edito

デル情報フ

と、現バージ

を右クリック

選びます(図

ファイルが生

の D-Case が

ンと新バー

書を「SACM
ーの「フォー

SACM」へ

CM への変換

現バージョンに

 

ダイアグラム情

or ユーザー

ファイルを選

ジョンの GM

クして、「D-C
図27)。 

生成されて

が含まれて

ジョンは同

M(Structured
ーマットの変

へ変換するに

換」を選択し

に変換するた

情報ファイル

ーズマニュア

選び、出力し

MF モデル情

Case ダイア

、ダイアグラ

ていると、Mo
じプロジェク

d Assurance
変換」→「GM

には、同様に

します。 

ためのウィザ

ルを生成するた

アル 

たいファイル

情報ファイル

アグラムの初

ラムを開きま

odules ビュー

クトに含めず

e Case Meta
MF から SAC

に「File」メニ

ザード画面 

ためのメニュ

 

ル名を入力

ルが作成され

初期化(Initi

ます。 

ーや d*など

ず、分けるこ

amodel)」に

CM への変

ニューの「フォ

 

ュー 

力して、

れます。 

alize 

どで問題に

ことをお勧

変換でき

変換」を選択

ォーマット


